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砧地域

新始動！『ココロン☆キッチン・きぬた』
社会福祉協議会では、コロナ禍で生まれた地域生活課題に対して、
地域のみなさまと一緒に取り組んでいます。『ココロン☆キッチン・
きぬた』もそのひとつ。詳細は次のページをご覧ください。

ひとりひとりに寄り添う

　食の支援のかたち

【1 ページ目】 

砧地域社会福祉協議会事務所、社協だより、第４５号、令和 3 年１1 月ついたち発行 

世田谷区社会福祉協議会は、誰もが安心して暮らせるまち、世田谷を目指し、区民の皆さま

と共に、福祉のまちづくりを進める非営利団体です。 

このページの記事は、ひとつです。 

ひとりひとりに寄り添う、食の支援のかたち新始動、『ココロンキッチン・きぬた』につい

て 

社会福祉協議会では、コロナかで生まれた、地域生活課題に、地域のみなさまと一緒に取り

組んでいます。『ココロンキッチン・きぬた』の詳細は、次のページをご覧ください。 
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『ココロン☆キッチン・きぬた』とは…
　コロナ禍により生活困窮などのご相談が寄せられる中、食の支援を必要と
する方が増えています。その中には、様々な理由により調理の仕方がわから
ない方や、食事の大切さを理解していない方などもいらっしゃいます。『コ
コロン★キッチン・きぬた』の取り組みは、食の支援等でお渡しした食材の
調理方法をお伝えし、食材の活用を通じてしっかりとした食事を摂っていた
だくための企画です。

新始動！『ココロン☆キッチン・きぬた』
～新たな食の支援のかたち～

個別に相談・
対応しています！

手軽に買える調理器具
を紹介。食材は地域の
方々が寄付してくださ

いました。

地区サポーター※に
特技の切り絵を活かしたチラシ作りに

ご協力いただきました！
※地域活動を支える登録ボランティアの

方々です。

『料理はしたことがなく難しい
と思っていましたが、簡単に自
炊ができることを知りました。』

参加者の声
『炊飯器がなくても電子レン
ジでご飯が炊けることを知
り、とても嬉しかったです。
今後も自宅で、お米を炊いて
みようと思います。』

【２ページ目】 

このページの記事は、ひとつです。 

新たな食の支援のかたち、ココロンキッチン・きぬたについて。 

コロナかにより、生活困窮などの、ご相談が寄せられる中、食の支援を必要とするかたが増

えています。その中には、さまざまな理由により、調理の仕方がわからないかたや、食事の

大切さを、理解していないかたなどもいらっしゃいます。『ココロンキッチン・きぬた』の

取り組みは、食の支援などで、お渡しした食材の調理方法をお伝えし、食材の活用を通じて、

しっかりとした食事をとっていただくための企画です。 

 

個別に相談対応をしています。 

参加者には、手軽に買える調理器具を紹介しました。食材は地域のかたが寄付してください

ました。 

地域活動を支える登録ボランティア、地区サポーターに、特技の切り絵を活かしたチラシ作

りにご協力いただきました。 

 

参加者の声です。 

炊飯器がなくても電子レンジでご飯が炊けることを知り、とても嬉しかったです。今後も自

宅で、お米を炊いてみようと思います。 

料理はしたことがなく難しいと思っていましたが、簡単に自炊ができることを知りました。 
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喜多見地区 『フードドライブ』始めました！

新型コロナ在宅療養者への 支援物資をお届けしています

　フードドライブって？
まちづくりセンター、あんしんすこやかセンター、社会福祉協議会、児童館（喜多見・鎌田）で、今
年６月から家庭の食品を持ち寄り、必要としている方や地域の福祉団体等へ提供しています。

　きっかけは？
住民の方から、「必要としている方々に役立てて欲しい」とお
米のご寄付があり、社協が仲介をして、必要としている方々にお
渡ししたことからスタートしました。
　地区内のご家庭の食品をご提供いただき、必要としている方や
福祉団体に寄付をして、食品ロスに繋げています。
地区内の町会・自治会の回覧板や掲示板でも周知を行い、「掲
示板で見ました」とまちづくりセンターの窓口に住民の方がツナ
缶やお米、ジュース等の食品を届けてくださいます。

　新型コロナウイルス感染拡大の影響により、在宅療養者からの支援物資の依頼が増加しています。
　在宅療養者に対しては、東京都の「自宅療養者フォローアップセンター」が支援物資の発送を行っ
ていますが、急激な感染拡大で対応に遅れが生じ、支援物資を受け取れない状況が続いた事から、区
と社会福祉協議会が協議を行い、東京都の体制が整うまでの期間、支援物資を在宅療養者へ届ける活
動を行いました。接触を避けるため、玄関先に物資を置いて対応するなど感染対策を十分に行い、電
話やインタホーン越しのお声がけからご様子の確認にも努めました。

他にも砧地域では、
食の支援に取り組んでいます！

外に出られなくて、　
ものすごく
助かりました！

支援物資一例

ご家庭にある食品のご提供などにご協力ください。

【３ページ目】 

このページの記事は二つです。 

１、きたみ地区フードドライブの、取り組みについて 

まちづくりセンター、あんしんすこやかセンター、社会福祉協議会、児童館（喜多見、鎌田）

では、今年６月から家庭の食品を持ち寄り、地域の福祉団体へ提供する、フードドライブを

実施しています。 

「必要としているかたに役立てて欲しい」と、お米のご寄付があり、お渡ししたことからス

タートしました。余っている食品を提供いただき、必要としているかたや、福祉団体に寄付

をすることにより、食品ロス削減に繋がります。 

「掲示板で見ました」と、まちづくりセンターの窓口に、住民のかたが食品をお届けいただ

いています。ご家庭にある食品の提供などにご協力ください。 

 

２、新型コロナ在宅療養者への、支援物資をお届けについて 

新型コロナウイルス感染拡大の影響により、在宅療養者からの支援物資の依頼が増加して

います。在宅療養者に対しては、東京都の「自宅療養者フォローアップセンター」が、支援

物資の発送を行っていますが、急激な感染拡大で対応に遅れが生じ、支援物資を受け取れな

い状況が続いていた事から、区と社会福祉協議会が協議を行い、東京都の体制が整うまでの

期間、支援物資を在宅療養者へ届ける活動を行いました。接触を避けるため、玄関先に物資

を置いて対応するなど、感染対策を十分に行い、電話やインターホン越しのお声がけから、

ご様子の確認にも努めました。 
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砧地域のつながりの 輪
わ

 を ご紹介

【８
わ

９
く

８
わ

９
く

ネットワーク会議】
成城 8丁目都営団地を中心に、ご近所同士がゆるやか
に繋がりあえる地域となるようお手伝いしています。団
地自治会や近隣施設・住民と一緒に、出張相談会やぷち
サポ、気軽に集えるカフェ等を開催しています。

【セカンドコミュニティ会議（SSCK）】
『成城に住むシニア男性のための活躍する場』を住民の
皆さんと一緒に考えています。現在は認知症をキーワー
ドとし、今後勉強会を開催する予定です。

喜多見地区では商店がなく交通不便なエリアを対象に買
い物支援に取り組んでいます。
お買い物ツアーは、JA東京中央セレモニーセンターの
ご協力で月１回喜多見商店街への送迎車両を走らせていま
す。また、移動販売会では定期的に喜多見２丁目団地と宇
奈根ふれあいの家に魚屋、八百屋が出張販売をしています。
今後も地区の困りごとの解決に向けて、取り組んでまい
ります。

成城地区

お気軽に相談会 R3. 7月

祖 師谷地区

成 城地区

喜多見地区

【公社けやきの会】
公社祖師谷住宅の高齢化に伴う買い物やごみ捨ての課題や、コロナ禍における体力・
認知機能の低下や孤立といった課題に取り組んでいます。
JA東京中央セレモニーセンターのご協力で買い物ツアーの再開に向けた検討を
行っています。民生委員・日赤・公社祖師谷住宅自
治会・まちづくりセンター・あんしんすこやかセン
ター・成城リハケア病院など様々な方が関わってく
ださっています。
また、祖師谷地区の北部エリアに、高齢者や障害
者が集える場所がない、買い物が不便で出かけにく
い、といった課題にも取り組んでいます。 公社けやきの会 R3. 6 月

お買い物ツアー R3. 4月

【４、５ページ目】 

このページの記事は、ひとつです。 

砧地域では、地域でのお困りごとを地域の力で、解決に向けて取り組んでいます。 

祖師がや地区 

公社けやきの会では、公社祖師がや住宅の高齢化にともなう、買い物などの課題に取り組ん

でいます。 

JA 東京中央セレモニーセンターのご協力で、買い物ツアー再開に向けての検討を行ってい

ます。民生委員、日赤、自治会、まちづくりセンター、あんしんすこやかセンター、病院が

関わってくださっています。 

成城地区 

わくわくネットワークでは、成城 8 丁目都営団地を中心に、ご近所同士がゆるやかに、繋

がりあえる地域となるよう、お手伝いしています。団地自治会や近隣施設、住民と一緒に、

出張相談会等を開催しています。SSCK 会議では、『成城に住むシニア男性のための活躍す

る場』を、住民の皆さんと一緒に考えています。 

きたみ地区 

きたみ地区では商店がなく、交通不便なエリアを対象に、買い物支援に取り組んでいます。

お買い物ツアーは、ＪＡ東京中央セレモニーセンターのご協力で、月１回、きたみ商店街へ

の送迎車両を走らせ、移動販売会では、きたみ２丁目団地と、宇奈根ふれあいの家に魚屋、

八百屋が出張販売をしています。 

船橋地区 

高齢者を支える会では、孤立し不安を抱える高齢住民の多い、希望が丘団地をモデルケース

として「高齢者を支える仕組みづくり」を、住民や関係機関を交えて協議し、居場所と高齢

者への、お役だち情報を提供する「老いじたくサロン」や相談会、入浴への不安改善と住民

交流を兼ねた「お風呂にいこうよ」などを実施しています。 

砧地区 

大蔵住宅の今後を考える会では、多くの福祉ニーズを抱える、大蔵住宅に対して、関係機関

とともに、出張相談会を開催するなどの支援を行っています。きぬたてをつなごう会では、

地域住民や、キッズファム財団とともに、中学生を対象とした、いのちの授業の実施、子育

てひろばの企画を行い、多様化する子育ての課題解決に取り組んでいます。 

  



5

砧地域のつながりの 輪
わ

 を ご紹介 地域でのお困りごとを地域の力で解決するために取り組んでいます。
砧地域の各地区内での取り組みをご紹介します。

【高齢者を支えあう会】
孤独感や不安を抱える高齢住民の問題について、
希望ヶ丘団地をモデルケースとして「高齢者を支え
る仕組みづくり」を住民や関係機関を交えて協議し
ています。気軽にお悩みが話せる“相談会”、居場
所と高齢者へのお役だち情報を提供する“老いじた
くサロン”、入浴への不安改善と住民交流を兼ねた
“お風呂にいこうよ”など様々な取り組みを実施し
ています。

【大蔵住宅の今後を考える会】
高齢化や建て替えにより多くの福祉ニーズを抱え
る大蔵住宅に対して、目黒星美学園・大蔵調剤薬局・
（株）メモリード東京とともに出張相談会を開催する
などの支援を行っています。

【きぬた★手をつなごう会】
地域住民やキッズファム財団とともに、中学生を
対象としたいのちの授業の実施・子育てひろばの企
画を行い、多様化する子育ての課題解決に取り組ん
でいます。

祖師谷地区

成城地区

喜多見地区

砧地区

船橋地区

老いじたくサロン（福祉用具講座）R3. 4月

船橋地区

砧地区

福祉の出張相談会　R3. 8月
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入 れ 歯

歳末たすけあい・地域支えあい募金報告

　募金の一部は、支援を必要とする方へのお見舞金・お祝い金としてお届けいたしました。
　また、地域福祉の充実を図るため、令和３年度の地域支えあい活動事業などに使わせていただきます。
募金の内訳は下記のとおりです。

　募金総額（砧地域社協事務所）	 		2,172,357 円
	 （世田谷区社会福祉協議会）	 13,364,308 円
	 令和３年 1月 31日現在（単位：円）

砧地域社協事務所：地区社協別募金額 世田谷区社会福祉協議会：地域社協別募金額
地区社協名 募金額 地域社協事務所名 募金額

祖師谷 706,950 円	 世田谷地域 2,897,431 円
成　城 74,424 円	 北沢地域 2,655,710 円
船　橋 607,806 円	 玉川地域 4,358,973 円
喜多見 163,277 円	 砧地域 2,172,357 円
きぬた 606,900 円	 烏山地域 1,187,756 円
事務局 13,000 円	 本部 92,081 円
合　計 2,172,357 円 合　計 13,364,308 円

令和２年度

使わなくなった

をお譲りください!!
【入れ歯の回収方法】
○汚れを落とし、新聞紙等で包み、ビニール袋に入れてください。
○�世田谷区社会福祉協議会の地域社協事務所等に回収ボックスを設置しております。

ご協力ありがとうございました。

寄付金のご報告
善意のご寄付ありがとうございました。

（令和3年４月1日～令和3年9月10日）

寄付者様のご希望により氏名・金額等掲載しない場合がございます。

月　日 氏　　　名 金　額
5月12日 けやき 23の会　様 ー
7月 1日 NPO法人　都民シルバーサポートセンター　様 50,000

沢山のご寄付をいただき、
誠にありがとうございまし
た。寄付は、ご意向に沿っ
た形で地域福祉に活用させ
ていただきます。

入れ歯で
社会貢献

問い合わせ：総務係　電話 5429-2208

☆�入れ歯に使用されている金属は、金属加工業者によ
るリサイクルが可能です。
☆�リサイクルで得られた収益は世田谷区社会福祉協議
会の活動に役立たせていただくとともに、公益財団
法人日本ユニセフ協会にも寄付されます。

ご家庭に使わなくなった入れ歯はございませんか?

【６ページ目】 

このぺージの記事は、３つです。 

 

1、令和２年度歳末たすけあい、地域支えあい募金報告について 

募金の一部は、支援を必要とするかたへの、お見舞金、お祝い金としてお届けいたしました。 

また、地域福祉の充実を図るため、令和３年度の、地域支えあい活動事業などに使わせてい

ただきます。募金のうちわけは、下記のとおりです。 

募金総額の報告をします。砧地域社協事務所２,１７２,３５７円 

世田谷区社会福祉協議会、１３,３６４,３０８円でした。 

砧地域社協事務所の地区社協別募金額は、 

祖師がや、７０６,９５０円 

成城、７４,４２４円 

船橋、６０７,８０６円 

きたみ、１６３,２７７円 

きぬた、６０６,９００円 

事務局、１３,０００円 

合計２,１７２,３５７円 

でした。 

ご協力、ありがとうございました。 

 

2、寄付金の報告について 

４月ついたちから 9 月 10 日の寄付金は、5 月 12 日、けやきふみの会様 

7 月 1 日 NPO 法人、都民シルバーサポートセンター様、50000 円。 

善意のご寄付、ありがとうございました。 

 

３、使わなくなった入れ歯をお譲りください 

入れ歯に使用されている金属は、金属加工業者による、リサイクルが可能です。リサイクル

で得られた収益は、世田谷区社会福祉協議会の活動に、役立たせていただくとともに、公益

財団法人、日本ユニセフ協会にも、寄付されます。問い合わせ先、総務課、電話：03-5429-

2208 
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社協会費募集　中間報告
会 費 中 間 報 告� 令和3年９月10日現在

地区社協名
一般会員 特別会員 法人会員 合　計

件数 金額 件数 金額 件数 金額 件数 金額
祖師谷 355 147,200 20 520,000 1 10,000 376 677,200
成　城 2 1,000 6 30,000 6 30,000 14 61,000
船　橋 368 192,000 14 85,000 25 140,000 407 417,000
喜多見 578 256,440 5 26,300 3 20,000 586 302,740
砧 200 103,856 10 65,000 2 15,000 212 183,856
事務局 0 0 1 5,000 0 0 1 5,000
合　計 1,503 700,496 56 731,300 37 215,000 1,596 1,646,796

第５回　子育て支援者養成研修　受講生募集
子どもが好きな方大募集～地域の子育てを応援しませんか？～

対　　象 修了後、援助会員として子どもの一時預かりや送迎ができる 18歳以上の方

日　程
（全 7日間）

① 1/18（火）10：00～ 15：30� ② 1/20（木）9：30～ 15：10
③ 1/24（月）または 1/31（月）9：30～ 13：00
④ 1/25（火）9：30～ 13：10� ⑤ 1/28（金）9：30～ 15：30
⑥ 2/1（火）13：30～ 16：00� ⑦ 2/2（水）13：30～ 16：00

会　　場 梅丘パークホール（松原 6-4-1）小田急線梅ヶ丘駅下車�徒歩 2分
研修受講料 2,000 円（テキスト代）

※12月 1日より受講申込みを受け付けます。新型コロナウイルス感染拡大の状況によっては、研修が中止になる場合があります。

【問い合わせ・受講申込みはお電話で】
世田谷区ファミリーサポートセンター
　　　　　　　　　　　電　話：03-5429-1200
　　　　　　　　　　　ＦＡＸ：03-5429-1202

　『地域貢献型自動販売機』とは、売り上げの一部が世田谷区社協の行う福祉活動に役立てられ、
設置にご協力いただくことで地域福祉の推進に繋がるものです。
砧地区では、きぬた地区社協の委員さんはじめ、地域の方が『地
域貢献型自動販売機』の設置に取り組み、新たに砧地区内に３台
の自動販売機が設置されました。

○災害時などに飲料提供や携帯電話等の充電が出来る機種もあります。
○設置に係る費用の負担はありません。

自動販売機の設置場所の提供を通して、地域福祉の推進にご協力
をお願いします。

【問い合わせ】砧地域社会福祉協議会事務所　電話 03-5727-6101

地域貢献型自動販売機の設置をすすめています！地域貢献型自動販売機の設置をすすめています！

【７ページ目】 

このページの記事は、３つです。 

１、社協会費中間報告について 

9 月１０日現在の、社協会費金額を報告します。祖師がや地区 376 件、677,200 円、成

城地区 1４件、61,000 円、船橋地区 40７件、417,000 円、きたみ地区 586 件、302,740

円、砧地区 212 件、183,856 円、事務局受付 1 件、5,000 円、砧地域合計 1,596 件

1,646,796 円のご協力をいただきました。ありがとうございました。 

 

２、地域貢献型自動販売機の設置について 

地域貢献型自動販売機とは、売り上げの一部が、世田谷区社協の行う、福祉活動に役立てら

れ、設置にご協力いただくことで、地域福祉の推進に繋がるものです。砧地区では、きぬた

地区社協の委員さんはじめ、地域のかたが「地域貢献型自動販売機」の設置に取り組み、新

たに砧地区内に、３台の自動販売機が設置されました。災害時などに飲料提供や、携帯電話

等の充電ができる機種もあります。設置に係る費用の負担はありません。自動販売機の設置

場所の提供を通して、地域福祉の推進にご協力をお願いします。 

 

３、第 5 回、子育て支援者養成研修受講生募集について 

対象は研修修了後、援助会員として、子どもの一時預かりや、送迎ができる、18 歳以上の

かたです。12 月 1 日より受講申込みを受け付けます。詳しい日程や会場などは、世田谷区

ファミリーサポートセンターに、お問い合わせください。電話：03-5429-1200 ＦＡ

Ｘ：03-5429-1202 

 

  



【８ページ目】 

このページは、歳末たすけあい、地域ささえあいについてです。 

東京都共同募金会が主催し、世田谷区、世田谷区町会総連合会、世田谷区赤十字

奉仕団、世田谷区民生委員児童委員協議会の協力により、世田谷区社会福祉協議

会が実施しています。 

皆さまからいただいた募金の使いみちは、すべて世田谷区の福祉事業に活用し

ます。支援を必要とする、世帯のしょうちゅう高校生へ、入学お祝い金や、世帯

全体へのお見舞金、地域福祉推進のための、支えあい活動など、地域福祉活動費

に使います。 

以上、発行は砧地域社会福祉協議会事務所 

電話：０３－５７２７－６１０１ 

 


